
2025 年 4 月 10 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

＜目的＞

＜成果＞

繋がることが無いよう学ぶ機会を実施した。

住 所 兵庫県神戸市中央区大日通7-1-1 管理者名 大江 いずみ

活動場所:芦屋ビビッドWEST事業所内

実施日程:2025年3月26日(水) 10:30～

利用者数:8名

実施内容:『お金の使い方を学ぶ』

金銭管理についての重要性を再認識し、トラブルに

自己管理能力の向上が出来、また家族や支援者へ相談を促す

ことで自己解決することなく、金銭トラブルを回避できる

可能性があることを学べた。基本的なお金の管理ができる

電話番号 078-855-2801 対象年度 令和6年度

利用者の知識・能力向上に係る実施概要

就労継続支援Ａ型事業所における利用者の知識・能力向上に係る実施状況報告書

事業所名 芦屋ビビッドWest 事業所番号 2815101122

今回の研修を通して、「お金の大事さ」を理解頂ければと思います。 

ようにしたいとの声もあがり、とても大切な機会を設けられ

たと感じました。

「お金は大事」のキーワードは皆さん興味を持って聞かれた様子でした。1日に使えるお金はいくらか、使って良いお金は

いくらか、という問いには「考えたことがなかった」の表情が伺え、考えて頂くと期待します。 

お金に変わる「カード」（クレジット・プリペイドカードなど）は使いすぎる、いくら使ったかわからないので要注意で

あることを説明。スマホを使った詐欺が多く、ゲームの課金やメールには十分に気を付ける事、人からお金を

貸してほしいと言われても断る事、困ったら家族や支援員などに相談する事をお伝えしました。

連携先の企業や事業所等の意見または評価

利用者からの意見・評価

・なるべく必要なものだけ購入する等、お金の使用用途は工夫が必要だと感じた。必要なものと欲しいものとの区別を

連携先企業（担当者） 合同会社COURAGE 特定社会保険労務士 友岡繁明

・小遣い帳や貯金箱を使ったり、家族や支援者に相談したりしてお金の使い方を考えようと思いました。

 しっかりと行って管理していきたいです。
・お金を使いすぎず、貯める習慣を身に着けたいと思います。銀行にお金を残していけるようにしたいです。

様式２


